






研究経過および目的 

われわれは以前より母乳栄養breast feedingが新生児行動に及ぼす影響について研究して

きた。同一新生児に,同一日に,母乳 breast feedingと,搾母乳による bottle feeding を行

ない,授乳後の新生児行動をポリグラフを用いて観察し比較検討した。行動は Brazelton

の概念に基づくstateで評価し,そのstateの動きに伴う心拍数を分析した｡日齢6～7日の

正常新生児 15 名について,これらを分析し,breastfeed-ing の方が,state 1(静睡眠)の占

める割合が大きく,state 2(動睡眠)における心拍数は低値を示した。これらのことは

breast feeding が新生児の行動をより安定させることを示唆している。 

今回はこの母乳栄養が新生児行動を安定させる因子を分析するため,bottle feeding を

breast feeding に近づけるように,乳首を工夫し,同様の実験を行なった｡ 


